
【展覧会概要】

展覧会タイトル ：  新平誠洙 「Phantom Paint」   Seishu Niihira  Phantom Paint

会　期 ：  2025年 3月22日 [土] － 4月26日 [土]  ＊日・月 休廊
会　場 ：  アートコートギャラリー  (大阪市北区天満橋1-8-5 OAPアートコート1F)

開廊時間 ：  11:00－18:00  [土曜日－17:00]　

◎関連イベント   3月29日 [土] 
14:00－15:30  対談  【藤田一郎( 大阪大学名誉教授・視覚脳科学者) x 新平誠洙】
15:30－17:00  レセプション
*対談は要予約 （定員30名 / ご予約はE-mailにて info@artcourtgallery.com）
 
主催： アートコートギャラリー（株式会社八木アートマネジメント） 協賛： 三菱地所株式会社、三菱マテリアル株式会社、三菱地所プロパティマネジメント株式会社

【お問い合わせ】】アートコートギャラリー [ 大場 ]  　※ビジュアル資料ご希望の方は、お気軽にお問合せ下さい。

アートコートギャラリーでは、新平誠洙(b.1988)の新作個展「Phantom Paint」を開催します。
 絵画を描く中で発生する複数の時間軸や、イメージや色彩の重なりがもたらす空間の歪み・分裂といったノイズ現象に着目し、新平
は学生の頃より視覚のメカニズムや認識とのブレを意識した制作を行なってきました。そこに自らがリアリティを持つ社会事象やテク
ノロジーを結びつけ、現代における絵画の時間と空間表現を探求し続けています。
 二つの異なるモチーフを曖昧に重ねて描く《Reflection》シリーズでは物事が対照的な側面をもつ二重性を問い、人物や動物をコマ
撮りアニメのように描く《Inversion》シリーズでは絵画の虚構世界と現実との存在優位を反転させるなど...。新平は絵を見ることで動
く人間の心の存在に関心を寄せ、「見る」欲求を刺激するビジュアルを自らの絵筆で生み出してきました。
 「始まりは、AI生成画像が世に出てきたこと」。画家が描く絵と遜色ない画像を生成するAIの登場により、好奇心と廃業の危機を感じ
たという新平は、AIの画像生成プロセスと向きあいながら新たな制作に取り組むようになります。人間が描いてきた多数の肖像画を
AIに学習させ、そのAIが作り出す画像を、画家の伝統技術に則り新平が真似して描く。実在せず身体も持たない肖像画を《Phantom 
Paint》と題し、本展より新たなシリーズとして発表します。
 新平は、AIの学習には脳細胞の働きを模したニューラルネットワーク技術が用いられていることから、絵を描く行為を通して、AIと
自分の脳細胞との間に共通点や発見を見出そうと試み始めています。新平が描くモデルは、学習時間が短いAIが作り出した画像生
成中の（人物画と思しき）イメージです。本展では、昨年から今年にかけて描いた12点の作品を展示します。
　AIと生活する時代に入り、私たちのものの見方、これからの絵画のあり方にどのような影響として現われていくのでしょうか。視覚や
脳細胞の複雑なメカニズムの科学的な知識を改めて学習し、この問いを考える機会として、本展では視覚脳科学者の藤田一郎氏を
お招きし、「アート、AI、脳、そして私」をテーマにトークイベントも行います。

《Phantom Paint #2》  2025｜油彩、キャンバス｜162 x 162 cm

学習が不十分なAIは、歪んだ画像を生成する。初めてその
異様な画像を見たときは新鮮さを感じたが、同時に妙な既
視感も覚えた。
　画像生成AIは人間のニューロンの働きを模して作られ
ている。そのコピー元の人間の一人である自分が、このAI
画像に既視感、望郷のような感覚を抱くことに不思議は
ない。この感覚のシグナルを辿っていくとニューロンネット
ワークの奥地に隠された個人の、あるいは人類のルーツに
触れることができるのではないかと考えた。
　今回の制作では、敵対性生成ネットワーク(GAN)と呼ば
れる画像生成技術を使っている。GANは贋作師と鑑定士
のいたちごっこに例えられているように、画像の生成と識別
を交互に繰り返す仕組みによって精度を上げている。これ
にならい、人間を散々模倣してきたAIを自分も模倣し返す
という取っ組み合いを繰り広げ、うっかりブラックボックス
の扉が開くことを期待している。 (新平誠洙)
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◎ 作家プロフィール

新平誠洙   Seishu Niihira   

1988   大阪府生まれ
2012   京都市立芸術大学美術学部美術科 油画専攻 卒業
2014   京都市立芸術大学大学院美術研究科 絵画専攻 修了
2016－17   制作を一時中断し、渡米・渡蘭
2018   京都市立芸術大学大学院美術研究科 絵画専攻博士 (後期) 満期退学

＜主な展覧会＞
2025　個展  新平誠洙 by ARTCOURT Gallery、CADAN有楽町、東京
2023　MEET YOUR ART FESTIVAL 2023、寺田倉庫B&C HALL、東京
　　　 GINZA COLLECTOR’S CLUB、 銀座 蔦屋書店 GINZA ATRIUM / 
                                                               FOAM CONTEMPORARY、東京
　　　 METAMETA、BnA Alter Museum、京都
2022　ACG eyes 7: RECORDS、アートコートギャラリー、大阪
　　　 Kyoto Art for Tomorrow 2022 ＜アンスティチュ・フランセ関西賞＞ 、京都文化博物館
2021　個展   curator’s vol.2 Seishu Niihira / 新平誠洙「Inversion2 反転／倒錯」、Gallery TAGA2、東京
　　　 個展   蒐集壱藝、ボヘミアンズ・ギルド、東京
2018　個展  新平誠洙 「DiVISION」  アートコートギャラリー、大阪、
　　　 Colors of KCUA 間間、The Terminal KYOTO、京都
　　　 ART in Park Hotel Tokyo 2018 [アートコートギャラリー]、
　　　　　　　　　　               　　　　　　          Park Hotel Tokyo、東京 [’16]

2015　taguchi fine art + The Third Gallery Aya in Nakanoshima 

　　　　                       2015 hosted by Kumi Okumura、中之島 de sign de、大阪
　　　 Celsius、CASHI、東京
　　　 個展  新平誠洙 「windows upset」 アートコートギャラリー、大阪
2014　Surge ／リブログ 新平誠洙／岸本光大、海岸通ギャラリー CASO、大阪
2013　△のリンゴ－この世界を変える 4 つ目のリンゴについての仮説－、studio J、大阪
　　　 New Artists 2013、Gallery Jin、東京
2012　アートピーポーマッピン、京都市立芸術大学ギャラリー @KCUA、京都
　　　 ACG eyes 5: Four Paintings、アートコートギャラリー、大阪
2009　混浴温泉世界・わくわく混浴アパートメント、清島アパート、大分
          ココ・アノ膜展、Antenna AAS、京都　

＜主なコレクション＞
TAKAHASHI RYUTARO Collection, Japigozzi Collection

 《Reflection #29》  2024｜油彩、キャンバス｜162x162 cm


